
 

 

三次工業団地（Ⅲ期）への企業立地について 

 

１ 要 旨 

平成２４年１０月１５日，サンヨー工業株式会社，広島県，三次市の三者で，三次工業団

地Ⅲ期分譲地 Ｂ区画（三次市南畑敷町）への立地協定を締結した。 

※企業側の意向により，公開による立地協定調印式は行わなかった。  

 

２ 立地企業の概要 

企 業 名 サンヨー工業株式会社 

本 社 所 在 地 広島市安佐北区あさひが丘四丁目４番１号 

代 表 者 代表取締役  吉 村
よしむら

 悦
よし

照
てる

 

設 立 １９９０（平成２）年１０月 

資 本 金 １，０００万円 

売 上 高 １億６，３７８万円（平成２４年７月期） 

従 業 員 数 ９名（平成２４年１０月１日現在） 

事 業 内 容 建設機械部品及び自家発電設備部品の製造・販売 

主 な 取 引 先 
コベルコ建機㈱，コベルコクレーン㈱，㈱やまびこ，三友工業㈱，日

本車輌製造㈱，㈱タダノ，㈱東京電機など 

 

３ 立地・施設計画等の概要（予定） 

立 地 面 積 
６，１５４．９０㎡（Ｂ区画） 

（三次市南畑敷町３００番地３９） 

施 設 内 容 工場：約１，３２０㎡，事務所：約７０㎡（鉄骨平屋建） 

着 工 予 定 平成２４年１１月 

操業開始予定 平成２５年４月 

新規雇用従業員数 ３名 

投 資 額 
約２億２，０００万円 

（土地：約１億３，０００万円，建物・設備：約９，０００万円） 

 

４ 立地の背景 

・サンヨー工業株式会社は，現在，三次工場（三次市粟屋町）で建設機械用・自家発電設備

用マフラ，排気管の製造及び販売を行っており，東日本大震災後の電力確保対策として自

家発電設備の需要拡大が見込まれるのを機に生産及び販路拡大を計画していた。 
・現三次工場は，狭隘なため，効率的な作業スペース，新設備の導入スペースの確保が困難

で，また，県道と急傾斜地に挟まれた立地環境から，工場拡張の余地もない状況にあった。 
・事業拡大と効率的な生産体制を整備するため，新たな生産拠点を三次工業団地へ建設する

ことで立地協定締結に至った。 



 

５ 三次工業団地（Ⅲ期）の概要 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平地面積(㎡) 法面積(㎡) 合計(㎡) 宅盤高(m) 備 考 

Ａ区画 62,994.25 2,514.99 65,509.24 220.0  

Ｂ区画 6,154.90 6,154.90 221.0 今回協定地 

Ｃ区画 10,996.32 197.01 11,193.33 220.0  

合計 80,145.47 2,712.00 82,857.47   

Ⅲ期分譲地 

中国自動車道 

至広島 

至三次 IC 

国道 375 号 

至大阪

至三次 JCT・IC

今回協定地 


